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取組概要（全体像） 



 令和３年度調査について 

実 施 日   令和３年５月１１日（火）～５月２０日（木） 

調査対象 
 県内の公立小・中学校（さいたま市を除く）に在籍する 

 小学校第４学年から中学校第３学年の全児童生徒    約３０万人（１学年５万人×６学年）                                   

調査概要 

（１）児童生徒に対する調査 

    ア 教科に関する調査 

      小学校第４学年から第６学年まで 国語、算数 

      中学校第１学年            国語、数学 

      中学校第２学年及び第３学年    国語、数学、英語 

    イ 質問紙調査 

      学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項 
 

（２）学校及び市町村教育委員会に対する調査 

     学校における教育活動並びに学校及び市町村における教育条件の整備等に関する事項 

特  長 

 学力の伸び（経年変化）などを継続して把握することのできる調査 

 ・小学校第４学年から中学校第３学年までの同一児童生徒を継続して把握  

 ・ＰＩＳＡ（国際学力到達度調査）と同様の調査手法（項目反応理論）を採用 
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埼玉県学力・学習状況調査の概要 
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埼玉県学力・学習状況調査の特徴 



画面は開発中のもので、今後変更となる場合があります。 

・児童生徒の将来の夢、目標をインプット・表示                 

・学期ごとに振り返りと次学期の目標をインプットし、           

 内容に対して教員が必要に応じてコメントを入力す 

 ることが可能 

・過去の学習状況を俯瞰し提示 

・通知表や単元テストのデータをベースに児童生徒の学習 

 状況を可視化 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
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個別アドバイスシート（WEB版システムイメージ①） 



過去の県学調のデータ、学習方略のスコアを経年で分かりやすく表示 

グラフ内のポイントを選択することで、年度の情報を切り替える等、Webが得意とする手法を使い、情報提供を実現 
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個別アドバイスシート（WEB版システムイメージ②） 

画面は開発中のもので、今後変更となる場合があります。 



つまずき分析と合わせて、学力向上のためのAI分析によるアドバイスも提示 
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個別アドバイスシート（WEB版システムイメージ③） 

つまずき分析モデルから該当の児童生

徒に対して、つまずきポイントを提示 

つまずきポイントに紐付いた個別学習 

教材の提供（令和２年度は試作版を作成） 

画面は開発中のもので、今後変更となる場合があります。 



実証校のＩＣＴ端末整備状況を鑑み、 
令和２年度はＷＥＢ版の情報を紙で提供 

Ｒ２年度に児童生徒に配布した個別アドバイスシート（見本） 
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個別アドバイスシート（紙提供版） 

令和３年度は、ＷＥＢ版で提供予定 



CALC分析によって得られた、県学調の問題間のつながりを可視化する

ビューワーを作成 
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つまずき要因分析（つまずき分析モデルビューワーシステム①） 

小学校４年生 

中学校３年生 

３０万人の 
県学調データ 

CALC分析 



大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム「教育機関ＤＸシンポ」 

つまずき要因分析（つまずき分析モデルビューワーシステム②） 

問題間のつながり（線）と、 
相関関係の強さ（円の大きさ）を 
視覚的に表現。 
 
同一教科間だけでなく、他教科と
の関係まで分析することが可能。 
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つまずき要因分析（つまずき分析モデルビューワーシステム③） 

小学校４年生 

中学校３年生 

６０万人の 
県学調データ 

CALC分析 

個別の児童生徒の県学調の正誤情報をマッピングし、 

児童生徒それぞれに対して県学調のどの問題でつまずいていたかを抽出 
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つまずき要因分析（つまずき分析抽出後のイメージ図） 

つまずき 
要因 

つまずき 
要因 

実証校（中学校１年生）の実際のつまずき要因分析例（一部） 



１ 背景（令和元年度の取組） 
 

 ①事業には、個人情報を含む学校保有データの取得・利用が不可欠であるため、   
  事前に保護者の同意を得た。 
 ②令和元年度の実証研究は、学校から学校保有データをオフラインで事業者に提供 
 ③提供するデータからは非同意の児童生徒の情報は削除した。 
 
２ 見えてきた課題 
 

 ①同じデータでも、学校や学年間で異なるフォーマットで管理している実態 
 ②同意・非同意の状況に応じて、データの抜き差ししなければならない。 
  （同意・非同意の状況は経年で変化する可能性がある）  
 

 →（学校現場） 
   ・データの集約・提供の負担が大きい（改善要望多数あり） 
  （事業者） 
   ・AI分析に適した形式にデータを整形する負担が大きい 

３ 対応策 
 

  学校現場、事業者双方にとって効率的にデータ授受ができるシステムの構築 
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データ取得方法について（学校保有データ等の取得①） 



本システムは、①データの取得にとどまらず、②AI技術を用いたデータ分析、③分析結果等の提供までを 
一気通貫で実現するサービスを提供できるよう、開発を進めている。 
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データ取得方法について（学校保有データ等の取得②） 

など 

画面は開発中のもので、今後変更となる場合があります。 



教材および学年の設定： 
教科の評価情報および学年

情報を設定 

教職員情報の登録：教職員
の氏名などを登録 

クラス情報の設定：学級や授業クラスを作成し、
担任や児童生徒を割り当てる 

児童生徒情報の登録：児童生徒の氏名やAI分
析への同意・非同意などを登録 

保護者情報の登録：保護者の氏名や児童生徒
との続柄などを登録 

テスト結果の登録、評価基準の設定など 
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データ取得方法について（学校保有データ等の取得③） 

画面は開発中のもので、今後変更となる場合があります。 



【残課題】 
 

１ 個別アドバイスシートについて 
 

 ・要件、レイアウト等の更なる改善 
 ・アドバイス文言の内容・提示方法の改善、作成業務の効率化 
   ・アドバイスシートWeb版の提供方法と提供タイミングの検討 
 
２ 個別学習教材の提供について 
 

 ・教材の提供方法の検討（データ標準を踏まえたつまずき分析結果と教材の紐付け、市町村が調達す 
  るGIGAスクール対応教材との連携など） 
 
３ 学校保有データ取得システム（School AI）について 
 

 ・学校保有データのスムーズな取得（学校現場の負荷軽減、既存システム・ソフト等との連携） 
 ・開発したシステム（School AI）の学校現場への具体的な導入方法・時期の検討 
  
４ その他全般 
 

 ・更なるインプットデータの探索と取得方法の検討 
 ・GIGAスクール端末との連携方法の検討 

【将来的な普及展開の方向性】 
 

・実証研究を令和４年度まで継続予定 
・実証研究終了後、事業の成果物の導入・活用について、埼玉県学力・学習状況調査を実施する 
 県内市町村等に働きかけるなど、普及展開を図っていくことを想定 
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課題と今後の展望 
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ご清聴ありがとうございました 

埼玉県のマスコット「コバトン＆さいたまっち」 


